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山梨県庁 様
SmartSESAMEでペーパーレスを推進　マイナンバーカードでつくる
次世代職員認証プラットフォームでデジタル化への橋渡しにも貢献

　山梨県庁（以下 山梨県）では、セキュリティ向
上とペーパーレスの推進、新型コロナウイルス
感染症対策のため、本庁舎や県内の合同庁舎
など�拠点約���台の複合機に、認証印刷の

「SmartSESAME SecurePrint！」と認証スキャ
ン「SmartSESAME MultiScan！」、マルチメー
カーのログを一元管理できる「SmartSESAME 
統合ログ（M’s eye）」を導入し、����年�月から
運用を開始した。

　以前から、印刷物やスキャンデータに対する
情報漏えい対策を課題として捉えており、ペー
パーレス化の推進、将来的な複合機やプリン
ターの削減も視野に、利用者認証した上で印刷
できる方法を検討していた。
　一方、新型コロナウイルス感染症対策でも、
職員のさまざまな業務遂行場面において、でき
るだけ密を回避し、接触機会を減らす方法を探
る中、認証印刷の機能に着目した。空いている
複合機のどこからでも自分の印刷物を取り出
せ、カードをかざしたタイミングで印刷できるた

め、この仕組みが感染リスク低減に役立つので
はないかと考えた。

　山梨県ではSmartSESAMEシリーズととも
に、執務室や会議室の鍵の受け渡しや、時間外
登退庁時の本人確認に用いる鍵貸出管理シス
テ厶も導入した。このシステムの利用により、鍵
の受渡記録や登退庁記録の電子化、省力化を
図り、鍵の受渡場所となっている庁舎入口の混
雑回避を目指している。

　特筆すべき点は、山梨県ではこれら全てを、
職員が持つマイナンバーカードで運用すること
に決めた点だ。

　山梨県ではマイナンバーカードの健康保険
証利用なども考慮してカード取得を奨励してき
たこともあり、����年時点で県職員のマイナン
バーカード取得率は�割を超えていた。
　高い取得率を誇るマイナンバーカードの利活
用を考える中で、「導入する各種システ厶にマイ
ナンバーカードを活用していくことについては、
比較的スムーズに庁内のコンセンサスが得られ
ました。」と情報政策推進監の矢崎氏は語る。

　山梨県で導入している複合機はさまざまな
メーカーや機種が混在しているため、認証印刷
やスキャンの仕組みを検討するにあたり、複合
機メーカーや機種を限定しないことが必須要
件だった。
　シーイーシーのSmartSESAMEシリーズは、
マルチメーカー対応であり、マイナンバーカー
ド利用に加え、未取得者や持参し忘れた職員
への対応として、キー入力やFeliCaなどの一般
的なICカードを併用できる点も評価ポイントに
なった。

　SmartSESAMEシリーズを導入して得られた
効果として、次のような点が挙げられる。
•機密文書をセキュアに印刷•スキャンできる
•印刷時にミスをしても取り消せるため、ミスプ
リントの減少に役立つ
•スキャンデータを直接個人の領域に保存する
ことができるようになり、スキャン手順が簡素
化・共通化される

SmartSESAMEでペーパーレス推進

導入の背景と狙い

　もう一つ導入した鍵貸出管理システムにお
いても、マイナンバーカードを活用した職員認
証プラットフォームを利用することで、登退庁時
の鍵の受け渡しの際に求めていた管理台帳へ
の所属、氏名、時刻などの記入が不要になる。
これにより、守衛室付近の順番待ち（密状態）の
緩和や鍵管理記録面での効果が期待できる。

　山梨県では、マイナンバーカードを職員証と
しては利用しておらず、今回導入したシステ厶
において、山梨県の職員であることを証明する
ための職員認証カードとして用いている。マイ
ナンバーカードを職員証として利用するかどう
かは、今後の検討課題となっている。
　また、マイナンバーカードを取得していない
職員への対応も課題の一つとなっている。現在
は認証印刷などを使用する際に、職員番号を
キー入力することで利用できる方法も併用して
いるが、今後の状況も踏まえてFeliCaなどのIC
カードを貸与する運用も検討している。

マイナンバーカードでデジタル化

導入の決め手と効果
SmartSESAMEを採用した理由

導入して得られた効果

マイナンバーカードを活用した職員認証プラットフォームを構築し、
積極的な利活用で課題解決や効率化に取り組んでいます。

日本列島のほぼ中央に位置し、東京都、神奈川県、静岡県、長野県、埼玉県に囲まれた海のない内陸県である山梨県は、
日本の総面積の約���分の�の広さで、県土の約��%を森林が占めています。
富士山、八ヶ岳、南アルプスなどの自然豊かな観光資源に恵まれ、豊富な水と太陽の恵みが育んださまざまな農産物を
はじめ、ワインやジュエリー、絹織物など優れた県産品が「やまなしブランド」として国内外で認知されています。
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　マイナンバーカードを職員認証カードとして
使うためには、J-LISのカードアプリケーション

（以下 カードAP）搭載システ厶でICチップに
カードAPを書き込む必要がある。その際、マイ
ナンバーカードの性質上、他者がカードを預
かって代行することはできないため、カードAP
の書き込みは職員が自分自身で行わねばなら
ない。
　この準備作業のため、カードAP書き込み用端
末を庁内に複数設置し、運用開始前から職員に
周知してきたが、定期人事異動のタイミングと
重なったこともあり、認証印刷などのシステム
運用開始から�力月の時点で、システム利用対
象職員約�,���名のうち、カードAPの登録が済
んだ職員は約�,���名に留まっている。
　マイナンバーカードを常時携帯することが職
員に定着しきれていないことや、カードを忘れ
る職員もいることから、今後も継続して職員の
意識付けを行っていく必要があると考えている。
　なお、マイナンバーカードのICチップの空き領
域にカードAPを書き込んで業務で利用するに
は、マイナンバーの利用等に関する条例の改正
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が必要なため、議会に諮るタイミングも含めて
運用開始までのスケジュールを検討する点にも
留意した。

　山梨県では、����年から「地方公共団体にお
ける情報セキュリティポリシーに関するガイドラ
イン（����年��月改定）」で加えられた「β'モデ
ル」に移行した。
　エンドポイントのセキュリティ対策強化など
を施した上で、一層の業務の効率化・多様な働
き方を支える環境の整備に取り組んでいる。
　今回導入した認証印刷、認証スキャン、鍵貸
出管理システム以外でも、マイナンバーカード
を活用した職員認証プラットフォーム利活用に
ついて、課題を整理した上で検討を進めていく
予定だ。

　「シーイーシーの職員認証プラットフォー厶に
は、今後一層の機能の充実やアプリケーション
システムとの連携インターフェース強化などを
期待しています」と矢崎氏は語ってくれた。
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